
染色による天然絹絲類の精練度の鑑定

荻原淸治

Kiyoharu OGIWARA:- On the judgment of degumming degree by staining 

the natural silk fibres.
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繍鐸　　天然綱縣類に於ける精練法物巧拙は、製品の品質に最も大なる影響をあたへる竜のである。

欝　從つて此れに關す磁術的の研究は洛頒に於琳織こ彿れてゐる。然るに此の最後を決
e・f

騰　　　定すべき精練程度の決定、帥ら精練適度の鑑定方法に就いては其の研究が金くなく、所謂多年

欝の灘腿灘せ・肉囎定によつてゐ・のであ・・期牧に期緯駒の搬によつて、燃

蓼　　　會肚の習慣によつて各々掲特の継加減があり、此れを以て最善の状態S考へてゐるのである。

・　製灘灘轡欝1ヒ鵠叢難憲輪聖礫鰍：巌：鶴煮雛腔嵩塁

　　　は雰らない。叉肉眼鑑定は維験の程度によつて、其の鑑矩のlil三確度を異にするのである。故に
V’t

@　肉眼鑑建を以て精練の適度を決窺する方法を以てしたのでは其の適度を撮、叉製品の晶質を町

雛　　及的に統一するミ云ふこざは慰易な業ではない。斯くの如く璽婆なる精練度の鎌建に就いて、

1難、，　薪くの如き誤差多き肉眼鑑定の方法によらねばならないこεは、網の品質陶上を言1鳳る上に大な

繋・　る障碍であるざ云はなければならない。

灘　網縄彌の欣鵬であるL・u・in・s・嚇㈱策の研獅1こ於で・鷺の羅灘よb
欝購膿蝋定が比働獺に行ひ得られるこ・を鰍し・砒の方灘」演蜥の鱗に
懲　・懸ずる精練程度の適慶を求めるP謬はLousinessの邸減を計り、匿つ製品の陥質の統一を行ふこ

難醗淵來るこ・蜘り徹ので・2X下此れ蹴いて曜の淵を報devん・する・
　　

藻羅t　　　　　　　　　　　　〔1〕　生綜及絹布等の精練蓮度
謬鱗警撚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　・“

鐡講，懸扇の表面にあるSer瑠nの溶解状鱒に關する研究は多撒あるがN生懸及網布等の精練遽慶に“・S

灘灘いての階砒較的少ない．麟にあるβ…i・i・の性質踊欄の・腰によつ唄る．外

灘縷矯継鞭醗瑚合の溶髄脇郷のである．故醐の精練に於て酪欄鮪す磯

欝糠叢繕諜瀧三認鴬撒凝臨灘繋饗饗灘孟謬
難欝欝翻鰍料蹴いて艦な礪鯉断あ・瀦論するこ・は1・Ll來ない・脇或・ものは
懇　　顯欝癒あり、叉或るもの1ま過精練、5ζは若精練の，場合もある。此れは生縣のSericinの性質、
縫
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　騰糊等瀕錫合に起る獅らう畿1諮易に推察するこミが1腺る、。夢購嫌練の結果が

灘擁魁に穂なる瀬赫すであらうesも㈱出來るのである。鷹の女rk試料卿
　F　，

灘鱗纏議つて精練遽度が異るであらうε考へられるのであつて、此等の關係を知るために以下生
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蠣難ySI　（剛）蠕及騰の練減状態
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　　　試料εして下記のものを使用しtこ。

　　　（．aつ　晶　　種　　別

　　　　欧19，x支17

　　　・歌16x支16
　　　　H　8　×支17

　　　　支17x支106
　　　　日111×支107（藩及秋繭綜）

　　　（b）　乾關温度別
　　　　E｛1rSS、乾繭、120°F、〃140°、〃160°、〃180°、／1　200”、　e　210°、〃220°等の生綜o

　　　（c）繰縣方法別．
　　　　坐繰式……牟沈繰生紳、沈繰ξ陰綜。’

　　　　多條式…　低温繰綜生縣。

　　　（d）撚　　縣
’　　　　　　14d　6本及8本合せ400導然、　♪を友双彗然。

　　以上の如津ものを使胴したがN何れも實用．h支陣を來す程の離異を嚢見し御なかつたので（b）

　　以下の試料に就いての成績は本報告に｛鋸略する。
　　（ii　）　　　貴　　　験　　　方　　　法　　　　　　　　　　　　　　㍑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　各試料を一建量宛探り、マルセPt・・k石ma　O．5％液5〔｝倍中に試料を入れ、二蓮蹴精練釜にで谷腱

　　定麻閥宛腱理した』此の際液は熾後迄岡一のものを使用したo外槽の湯は常に嵩地方に於ける

　　中間程度の沸騰状態Sした。其の湘度は98℃内外であつた。精練を終つたものは直ちに温湯

　　にて洗淡しv後冷水巾に浸して溶刊寺間放置後常濫1こて乾燥した6叉後述する如く精練綱の憐

　　質が染色に當って被染物の色棚に差異を生ずるか否かに就いても、確むるために石鹸練の外

　　石鹸＋炭酸曹逮練・淡酸曹逮繍憐酸曹逮＋苛牲曹轡練・石鹸＋硅酸曹遽練等を使閤じ掲δ

　　染色結果には殆3差異を認めなかつた。故に本報欝には此導の精練緒襲に就いでも雀略幾る

　　（iii）．，蜜、鹸結果一．

　　　（a）試料に就での結肇のみを暴げる。勿論次の表昧　一一例であつて、同一脇種でも飼脊游譲

　　の相違、飼育地、博期等を異にし、曳繭暦部位を異にするに從つて練誠状態にも多少の装灘鄭

　　る6故に從來此の方面の研究にも示された如輪lm　一・品種を旋胴しても練減鐙には或る範圃に

　　於て差のあるこSは當然である。　　t　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　各品種の精練時間S練減量εの關係　（第1衷）
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…・　t32　　　　　翻　綜　攣　難　誌　　　　㈱一に巻

以上の表を圖示すれば第1圖の如くである。
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，εなり、此の表を躍示するixεX／ySの關係は何れも醒線5なり、從つて谷晶種の練滅速度

何れも一般式y・。毒に瑚1よし鶴こミ醐かεな？た・鰍ヒの陥姻示すれば次o・
女a．1くてC“あるo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第二圖
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以上の如く纐搬はxノ・＝a＋bx　e・て示し得られる・次略樋の騨を」鋤嚇轄灘1

ミ次の如「くである。　　　　　　　　　・　　　・　　　　　　　　　　　　　　．　　，／1鎌灘

品繍 P　・

　　　　　　鰍19×支17

　　　　　　鰍16X支！6

　　　　　　日8×支17

、　　　　　　　　　　　舅こ17×支106

　　　。　　日111×ffio7（聯）

　　　　　　，日111×支107（款）
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　即ち各品種毎の直線の傾斜慶の異るこSが明かである。前記せる如く各品種閥の最大練減澱　　鱗

は其の差4％内外にして、．此の差は上紀の如く，品種を異にするもののみならずN生綜の製海條ご

件を異にした楊合にも當然起るべき影響であり、從つて取扱ふ何れの生綜に就いても最大練滅

、量Sして同一量を探るこミは不合理ε云はなければならないQ爾精密に云へば・上記の精練條　　｝



134　　　　　　　　　　　　　鍛　　　綜　　　鍋　　　1雛　　　誌　　　　　　　　　　〔第十二奮

　n　仲に於ても練減量は一定ざならず常に堀加しでゐるのであるから、・此れを更に精練方法を攣へ

　　　　る時は、練減遽産及最も亦更に攣化するであらうこεは慰易に推知出來るのである。

　　　　　其虚で著暫は精緻工襟中に於て残留試料の性質が略々一一定ざなりv然かも品質の低下を來さ

・　　　ない最1翻時聞の練減量を以て、各麗閥の最ノく練減母こするこざが實用上最も合理的なる生綜の

　　’　練減盤杷あり、目練誠剛111であるsするのであるG然るに斯くの如き畔1り1はSericinが殆♂除

「　　　まされて此れ以ヒ1遜理する隠は網ノ）寛雲量を低下する臨界11占にある故に、實用上は幾分の安全傘

　　　　を考へるこミが必要である。此のこごを髪慮に入れるε、蜜質的にも、外観的にも最も適當な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　’　　る網の品質をあたへる練減量ミしては、此の最メく練減鍛より1～2％残膠激多き錨を探用する

．ili，1，1；，’・，，，liこざが適欝であらう5考へる。自llち繭表（第1表）に於てO印部を鍛大練減燈ざすれ1ボ、×印は

辮甥灘籍転ふこ酬土來る゜°吻論以hはr例にして’種々嫌件により吻

“　　　　　　　　　　　（二）撚懸の練減朕態
　　　　撚縣は一1・潰、糊付等が行はれてゐるll改に、生綜の揚合より。も常にi岩籍の練減量を増加するこ

　　　　ざは當然である。然し乍ら練減llil線に於ては生綜ε岡棚こ匹竃義rにて示すこSが出來る。

vtv　　此れに就いてwa　ig　x支17及歌16　x支16の源料を探つて釘つた實験を示す。

’、　　　　　　　　　　　　　。撚綜の精練階聞ε練減蟄　（第3衷）
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灘轍の如く緊試科の生総撚綜εの間には鎌囎大辮o％内外の差のあるこεが示されて

騰輝、瀬に於ては恥爆なきこ鋳示してゐる。本試線こ於ては最燃囎に逮する關

灘膿経孫ε金く岡様であるがs此等の時囲が撚数の多少によりて痩化するこεは勿論である。

魏．　　　　　　　　　（三）絹布の練減状態
冴雛　　　「

構1製造する製贔の種類に，Sりて使閑する生綜の合綜敷、撚敷及方法ge　〈e異にするのであるが、N

灘蹴蒸の蝋く種々なる駅態の生綜にて遣られた布は反其の密度及厚婁も異にしてゐる。此の状態

灘購騨繍澱瀬融る縣1・あるこミ転ふ凱ないこ謎ある．而し備継度は撚
綴綴蝋「布の密慶、布の厚さ等の増加するに從つて低下するのである。以下之等に就いで行ひたる

講繍羅灘。

灘灘灘助麟の、蜘蜘藤にマ瞬聯、％液臨
t　　　が　　　N

鱒1騨翻ミ識料5囎陶外烈険容し、此れを二璽精練槽にて各々騰建畔間宛精練しf。
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（Ix）實験結果　　　　 ・　　　　　・
　以上の如くして精練を行ひ、練減澄ε噂間εの間に玖の結果を得ナこ。

　　　　　　・　　tt　　　　　　唱第　　4　．表

精練時㈹
　（x）

品
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練灘（y）1（x／，）
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　23・自o
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3．13
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6．00
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縮　緬　1（A）

練瀬（y）1（tST）
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　1γ，0
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・×20、4
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L’》2L2
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2．04
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3．52

4，27

5．IO

5．88

6。73
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8．45

9．30

縮　緬　（B）

練灘（y）i，（x／，）

　　7
　13．7

　ユ6、3

　17，8

　19q　2

　20，0

　20，8

　21．6

×22，1

　22，6

023，0

　23，1

　23，1

　23．2

　23．3

2，9i
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m上の表よりy一論。に卿硝擬求めれ融のRrl・〈である・　　　　　、

縮　　　　　　　　細

綱二寵 @　・　臓　1・　り1「一
，

　　　　　O，279　　　　　　　　　　　　1．104　　　　　　　　　　　　1，461

b　　　　　　　　　　O，0368　　　　　　　　　　　　　0、0403　　　　　　　　　　　　0　0374　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　以上の鰍糊継脚y・麗蔽一にて表し得るこミは・鰯級騰等脳原料総慰同

　　　様であるが、其の遽度は甚だしく濯れs從つて（b）の値は甚だしく低下してゐるを見る。又最

　　　大練滅燈に達する時醐も一般に鵬倒綜より遅れ、然かも其の瞭間は試料に’よつて甚だしく嘔々

　　　である。例へば實験に使用せる試料1こ於ては、生綜に於て80～120分にて選したものが、朋二

　　　璽に於て14K）　ff、縮緬に於て薄地ム竃に於て160分、厚地B嘔に於ては220分を要するので

　　　あるQ叉之等の時間は慮理條dLI：、即ち藥液の濃度、倍数、使用する水質、撹抑方法等によりて

　　　異る。此の揚合にも練減の最適度が最大練減蟄よりも1～2％少なき揚所を探用するεせば，

　　　其の最適練減鍛に建する1嚇日は朋二亜1こ於て100分内外、縮緬A偲に於て120分（XJ外、　B鷹

1撒ては18紛内外韻ふごεめく疎る・　　　　　　，
鍵　　　　　　　　　（四）各試料に射する練減量と品質との關係
　

’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J

繋　1　獄上の如く練減燈及速慶は、各試料の形態を異にするに從つて差異のあるこざを明かにし得

’、、講。而して此等の精練綾行中に於て絹の品暫は漸次攣化し、精練の初期には乎鰯粗硬にして光

　　　澤なく、絹は其の本質を充分に褒揮し得ないが、訳いで適度に近づくε手胴柔軟εなり、邸力

辮　瀞生じ、光澤も佳良ミなり、其の品質は最良Sなる。麗に糟練を綾行する時は乎脚は訳第に軟
c，，t　ピほ

難琵　弱ミなり、光灘低下し、極端なるものは檎着色をして來る。更に試料によつては裂綜を生じ、

灘灘鰍細雛の膿描してib・・i・・ssの原殴磁するに至るの働る・；Pfく卿く若精練

鱗魏繍鱗網の横撮高度畷揮し得酪・麟槻は鋤であ蝋期搬硝るこS

灘灘懇讐鷺欝譲欝算翻裸鷹縢諜叢雛繋讐鼠鑑雛

懸擁異納1騰燭によつて難す・・輔姻難であ・・從つて齪結果に継の出來

　　1繊馨楼営然である。其腱に幾多の品質上の峡鮎、不同を現すこSになる。例へば網の一大鋏鮎
　　な　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　u

　　難ぽ凝る繊維の分裂工・ousiuess等も其の原因の一つは原料生綜の易分裂性にもよるのであるが、，

　　1難嚇灘於鵬精繍欄蝿慶も・此の出現に曙の騨をかけるこSになる・從つて其の

　　灘離麟の顯に鷹髄獣する馳易膿性姓総脇期分裂碧防試㎞usiueボ
　　1欝懲観蓼随ぐこSが出飛るのである。命此の精練状態ミ〕』dusiロessの畠現状態に就いて實験せ

　　ゑ　　／灘難例癒添楚ば譲の蜘くである。　　　　，
　　騰膿藤　　、　・　　　　　　々　　　・　　一　　　　　，　　　　1　　　　　　　　　　・

　　翻鎌ご　麟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」〃
　　　J　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ
　　／／・／／・／，，，，．’“，雛

　　織庫脚　　鰹　　　　　・　　　　　　　　　　．

　　　腱　1

　　　　　e
鱗綴「鶴　繕　t1／　F　　，　　　　　　　　　・　　擁

　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t÷　　　　　　　　　　　　　　　　　～　　　「
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第　　5　　表　　　・

10倍

20倍

30倍

40倍

1　0　分　　　　　2　0　分

鰍剥・・u・iil　鰍邸・・血…

つ『

9，8

17．7

＊21，1

23、9

　　　　％
0　　　　16。6

　0　　　　21。9

6、5　　　23．8

7、5　　　24．o

0

33’

39

90

4　0　分

練減撒【・・u齢

＊19，5

2L9

21，8

2L88・

o

102

｝12⑧

186

6　Q　分

練湘IL。・siness

　死
＊20．5

235

雛9
24．③

　◎

馨聯灘鍵

灘購野
隙雛　灘

　　　　伽考　使用し潤種ぽ隊18×塞ζ1061（して易分・裂性の原料である。　1％石鹸液使用、LouAinessはO，2露の

　　　　　　　試料内に盈じたるものにしでN肉il艮にて識別し獅る企部を添した故に、製品，hに親れぎものは此

　　　　　　　のうもの大形のもののみである。液澱は試料に封する倍激、瞼聞は縮練時間を派した。　　　　　　1

　　　　以上の如く略々岡一練減鍛に方ミてもM其の時間及液蹴の塘加書共にL◎usinessの1曾加するこ

　　　　ミが明かである。而して上の試料に蜀して品質上最良を示す練滅鰍は19～20％であつたこミ

　　　　も魔駒してゐるが、興れ以上練滅轍が」曾加するS何れも工加siぬeSSの出現ざなり、。［i鷺其他の

　　　品質も低下して來たこSを認めたのである。從つて生縣の租類固衛の性質Sして潟分裂性を霜

　　　してゐてUS　）此れが適當な繍撒を行ふこミによりてLou・inessの獲鷹を防止し鶴れ講隊

　　　叉精練後の品物の一般的品質が向上するこεは云ふ迄もないこSである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　〔m〕絹の精練程度と染色性　　　　　T　　　　　e
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f
　　　　絹は中軸にFSbroin　be／￥ifしs其の外園にSericinを衡してゐる。㌔此の爾脅は染料又は・藻液鎌

　　　に謝して種々異る反縢を現はすこ叡よ、金子氏、其他多撒の人々によりて報欝さ制でゐ祐鷹灘

　　　ある。而して其の線禽r髄に於ては一般にFibroinはBasiphil．　SericinはOky珍hi1の座購懸暴議

　　　るのである。從つてヨ三常の網に饗して適當なる絶素を以て染色し、其の方法査し嘉麟懸る嗣象

　　　爾聯の染分けの出來るこEも多くの人々によりて報轡されてゐるb薯癖は精練酸穏1遮の購灘

　　　撚鵬備顯榊に於て趨Fib・。i・…一　S・・i・i蝿囎醐含曜墨ヒ繍郷擁鎌
　　　練度の鎌建を行ふべr’〈　ecみたのである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　（遵）・試料及鍵験方法　　・　　　　　　　　　・　　．　「　　　　　　　　　・・t，、

　1　　試料に嫉鱗〕及コ警他の市鰻色羽二餓及縮緬各3種類を使胴した。網縣の染種に於璽難纈羅

　　　にて繭煮の藥錘の驚能なる染料はCyanin，blue，　Ruthemiinmo　red，　Satire　Fuehsine，　Met勢1鍵e顛

　　　Oran　ge　’G避niiihお1uel等多撒あるが、此等の蝦獅では色調に痩化が起るのみであるbら　総

　　　孫及精に就いr蹴祉oin　S　Sericinの状態を槻察するござは困難である。・唖横断面に於ζ酬講

　　　明かに識別働來る…一從つて本目的に・は不適鴬である。

　　　　本麟に於て1移撒の鋤の搬M・靭lg・ee昇・A・id　F・・ehSln・・Pi・・’i…id，の講羅織霧

　　　i適當であつ驚ので、此れを使胴した。著鷺は此等の染料を使用して、之を適當の劇含に混馨嵯

　　　て使用した　而しで著者の園的に於ては精練纏行中に於けるSericinの含有状艦換爵議欄潔
　く　　　　，
e　　絹の残膠鷺が推簸肥來るこ聡．巳此の色が欝易に判別出來るこ霊が必要であるので　楽の漉麟

　　　割含の訣に芦心藤し煙で魏誤其峨鋤灘刻々髄行す備練盤の朧で赫灘
卍　　故に、操作が極めて短晴閥に完才レなければならない。此の鯉；に就いても工炎を行つk。講鍛

　　　法に於ては精練椿よわ取田した試料を水洗後、濾ちに一定濃度の染液中にて染色するwb、3②

　　　秒にして取出し、直ちに大最の水にて水洗するこミ1分内外にて良く、指頭間にで絞り適iちに

　　　乾燥する。染色より乾燥迄はβ～1q分を要する。訳に實験に使用せる色素液量及操伶時間捻添
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す。

　（a）　染色液濃度及混合割合

　　　　　Methyl　Greell　　　1　％液一⑭
　　　　A．cid　Fuc1ユsine　　　　　　　1　　96　　液・一け・e）

　　　　P」cric　Acid　　　飽和液…・・㊥

　　　混　含　剣　合
　　　　　　（20i商罵：1C．c。）

　　　　⑭6滴＋③2c、c．＋⑫5c．c，＝7．3…一・標翼駐燈／甥弍料19

　　　　髄⑭4．10／o十⑪27，3％十㊥68．4％諾100％……染料割合　　　　　　．、

　　　　　蜜際供試灘瓢肌3風・瑚磐　　　　　　　　　　　　　．

　　　㈱）msrk理方法
　　　　　　　染　色　濫　度……20°C

l　　　　　　　麺　色　時　間……30秒

　　試料は精練綴行中のものを取出し50°～60℃の温水にて洗漁し（30秒）、後冷水にて冷却し乍ら

　　30秒洗羅する。斯くしたものを鋼頭間にて良く絞り、直ちに前紀染液に入れて染色を行ひ、

　　腿定の腿理を行ふ。染色に當つては液中にて試料を良く撹絆し乍ら均一一に染める。

　　　．くc）試料は一圏0・5g以下を使用する。

　　　　（d）’染液は短期闘使用ならば3種混合して憂化なきも、畏期閥保存使用するには3特を繊

　　　別し置き使用直前に混合するを町εす。　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　・．

　　　㈹礎験結．果　　　　　　　　　　，
　　　此の方法にて染色を行ひたる試料の染色駅態S精練程臓言の關係に就いて述べるご、無腿理

　　磁は紅色～茜色（和由三燧氏色名総鑑による色番號81～80・・一以下棚zも之れによる）である

　　　が精練を遽めるに從つて次第に緑色魔が加はりN苔色～鷲色～海松薬色（4～5～6）ざな

　　　り、此の瀞期になるミ着色度は殆S“　一一定Sなる。（蕾色擦本は省路する）而して此の時期は残

　　留せる絹物質の性質が染料に封する性質上より見て企く憎定ざなつたこSを示すのであつて、

　　　圃一試料に於ては之れ鰍後精練工程を綾行するも、染色上より見ナ　＆elの性質には殆さ鍵化が起

　　　蟻ないこεを物語るものである。一方に於て精練程度より見る時は、此の染色度の一一・・一定3なる

　　　晴期像練減量の急激に増加する時期を遇ぎて練減が緩徐に瀧行する時期であり、而して其の練

　　　越獄は使嗣歩る試料の種類によりて差異があるが、、大髄18～21％内外でありs此の練減壁は

　　　戴料の勲側を間はず大騰最大練減量より1～2％少塗い所に一致する。從つて夫れは各試料に

　　　緻蛍る最適練滅量附近ざ全く一致するのである。從って此の時期の試料の練上り駅態は継ての

　　　貼に於で良妊εなるのである。…次いで精練工程を雌めるS染色慶は略々一鑑にして鍵化を認め

　　　鰍ヵ　練減量は前述の如く極めて僅かに塘加し、試料の乎鰯りは漸諌柔軟εな鉱光澤は減

　　　鋤磁て來る。更に精練工程を績行する晴は試料は盆々過精練の度を堀してs試料によりては微

　　　細繊維の勢裂を起し・劇巾度も低下猷從つて實質を低下しτ來るのである。故に前翅のタ1！く

　　　藻磁慶の一慰茸る最短時間の精練慶は、総ての鮎より見て精練の最適度であるご嚢ふこεが出

1灘の榊轍鋤購髄度S殿致鋤であ磁に灘御1こ於て此め
　

il雛灘て順訳鑑定して行けば媚何なる試料を聞はず、精練度を常に一定最艮にするこミが出
遜　　　　　　　　　　　　　　　　　…
　嶽勲試料の性質の一定なるものに仕上げるこざが出來る。故に未精練試料より順次適度趨．

　⑳塁鶴慶磯膠騒Sの關係の標準を作成し置く特は、此の如き呈色反慮によりて残膠蟄の大騰

　癒撫織し糧られ、更に精練適魔を極めて容易に鑑建するジ霊が出來るのである。　・

蘇　譲縢残膠盤ミ舞色度Sの關係を例示すれば、、

選

’
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生綜に就いて

＼　轡醐…　．・－1・％　11－15％　16－18％　18・－23％

呈　魚　度　　　紅　　　　色　　　代　蒲　色　　　　欺　　参　色　　　脊朽葉色　　　苔“　　　色

　　　　　　　　　1　　　　　　1　　　　　　1　　　　　　1
　　　　　　　黄　　　色　　　飴　　　色　　　油　　　色　　　淡密朽葉色

色　 番　 勃漉　　　　（81～80）　　　　　（48～44）　　　　　（43岬17）　　　　　（13｛vl1）　　　　　　（4）

絹布に就いて

　O”iil　 練　 度　　　　　 無　灘　拶里　Ttfa　　　　　15～19　％　　　　　 20声げ23　％

構駈嚇鮫は騨瞬膨少の齪あり、殊嘲御料の揚舘護灘・囎灘灘あるた
　　　めに染色度の麗が大琶い。之れは試料傭撒よリ來る精練欺態の不同によるのである。

　斯くの如く精練を進める隠、染色度が紅色より訳篤に緑色度を壇加して苔亀霊なり、趣に1ポ

着鱗々畷‘SなるのはF・・1・sin・によりて聡る0・yp1・ilのS・・i・i・が鵜除鋼樋麟1で“

あゐ。蒋色度が一定ざなるのは央れ以後に於て溝解し來る物質はSerieinよりむしろ窺br鱒’

内の物質にあらずやS云ふこ霊も推定される。此の理由は最大練減澱附近嶽後に於て微細繊維

の分i裂を來すこε、更に精練を瀧めるS練減盤の僅少なる塘加に鋤して絹の綴質の低下が藩じ
き・・軸・よりても擶され・灘であ硬1・繍齢著レく劇燗倣｛・離舳纏難

よりOxyphi1に蟹i化するこεも小原氏、其他によりて報儒・されてゐる庵である。

　　　　　　　　　　　　　　　〔IV〕　孟吉　　　　　論　　　・　　　　　　　　　　　，　　　・　、1　1，，

以上行ひたる實験によつてi次のこミを知り簿た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　爺駄灘「

（・1天鰯綜備継灘搬武・・壷な・灘㈱・て表はすこ瀞幽職織灘

（2）其嚇継度・鰍練囎醐の種類により瀦榊法に抽異ろ・’　”灘1・

下繍灘騰麟灘難媚蓼省押塑騨糊響欝lll
（4）緻塒徽が膿を騨る賜質を低下し易分灘の鮒は御徽勧分裂濾ず蝶、

（5）網の染鱗姻用し備耀灘其の齪諭ふtsSが出來る・　　　隔羅、
　（6）帥ち綱は精練度を瀧めるに從つてOxyl）hi1よりBasiphi1に鍵化する。

　（7）著渚の實験に使用せる梁色方法に於ては無縞練魑のものは、紅色～茜色のものが精練繋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋　　麟渤るに從つ軟第に緑鮫補し・青朽難～紬隙りて恥一定訟る・thkの齢譲．
なる最短時間は大騰網の品質最も優良である。故に此の時期を以て精練適度Sするこεが適當繋

である。　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t／t　t／1碧

（8）撚一定の騨働械曜瓢1鍔榊に試料砒較して行鱒1漏練醸麟嚇麟
度を比較的慰易に鎌建するこSが出來る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　霧「繍

　　　　　　　　　　　　　　　　（於上田獺綜專門墨校）

　　　　　　　　　　　　　　　　受灘　昭和16碓1月30日
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